真の平和を実現､ ｢非対立｣とは
『非対立の生き方』　高木善之
一瞬でしあわせをつかむ成功法則　ビジネス社

はじめに…全てのトラブルは自分の中の｢対立｣
プロローグ　気づき
第一章　なぜ怒るの？　なぜ悩むの？
・1981.４.27の交通事故が転機
・人は何のために生きるのか。
・「自分だけの幸せ」→「みんなの幸せ」へ
・なぜ平和運動で死者がでるのか？
心の中の怒りや正義感は『対立』という名の暴力→「対立」を捨ててこそ真の平和の実現へ
・『非対立』を理解し、実践できる人がまず、自分の周りを変え、世界を変えていく。
・あらゆる争いは｢対立｣から､平和は｢非対立｣から

・「非対立」は平和実現への積極的なチャレンジ｡
・なぜ腹を立てるのか→謙虚な人､愛情深い人､やさしい人､愛情深い人→腹を立て､腹が立つのは自身
・悩みの原因は本音と建前。ねばならない､現状認識の違い､自意識過剰､自己嫌悪が悩みを作る｡
・なぜ争うのか､許せないのか､謝れないのか…
・結局「自分」、自分次第　→　

第二章　すべての原因は
・怒りの根本原因は「思い通りにしたい」

・比べない。自分の悩みの原因は自分のモノサシ

・幸･不幸は自分が決定する｡重要なことは迷わない｡
・自然は自由、自在、自立、自律、自主、自発、自給、自足、自信、自分…
・自然なものさしは永続し､不自然なものは破綻する
・憲法､主義､主張､思想､信念､好み､癖､とらわれ､家庭環境､躾､教育､個人的体験､周りの影響
・自分がモノサシを少し変える｡
第三章　モノサシをはずそう
・モノサシが減ればトラブル(怒り､悩み､戦い…)減少
・何事も謙虚に。自分の頭で考える。本当は？疑問を持つ→事実を知る→まずできることから

・相手の立場で考える。他人から学ぶ。モノサシを見直す。モノサシをはずす。モノサシはいらない。真の平和はモノサシを捨てることから。
第四章　具体的なエピソード
･おねしょ､臭い女､高橋竹三､マザー･テレサの祈り

第五章　自分との対話
・すべては自分、自分との対話、カウンセリング
・カウンセリングのポイント

1 自分のモノサシをはずす。

2 客観的に質問して気づかせていく。

3 自分の意見を押し付けない。

4 反対したり同情したり、同意したりしない。

5 相手を責めない。裁かない。
6 あくまで相手が考え、気づき、結論を出す。

・→客観的に見える｡冷静な判断・モノサシがはずれる。

・まず嬉しく楽しく幸せだったことを思い出す。
第六章　『非対立』に生きる
・よく聞く｡hear→listen。相手の気持ちを聞く｡心や思いを聞く｡素直にあるがままに聞く｡人間関係の基本
・よく聞けないのは
· わかっている。 ★関心がない。興味がない。

· しつこい、くどい、うるさい。丸ごと聞く。　　
· 同じことでも１回でわかる人
→　謙虚な人はよく聞く。⇔　傲慢
・聞いているか、聞いていないか？謙虚か傲慢か？

対立か、非対立か？
・受け止める｡－相手はまず「聞いてほしい」
・すべてに関心を持つ。愛の反対は無関心(マザー・テレサ)、すべてに責任を持つ。どんなことも気にしなければ気にならない。すべてを流す。「根に持たない」。
・笑顔、笑声(えごえ)笑心(えごころ)　→　笑顔
・自分への執着をやめる。→自意識過剰､プライド､見返り､悪口､自信過剰｡自分は草木と同じ
・「また言っている、しつこいなあ」という気持ちが伝わる｡→分かれば変わる、分からないから変わらない。
・世界全体が幸福にならないうちは個人の幸福はありえない。(宮沢賢治『農民芸術概論綱要』)

・すべての人が幸せになることが、本当の幸せ！

すべての人を幸せにすることが、私の幸せ！肯定的
第七章　新たな旅立ち
・なぜ自信を失うのか、→自信を持つ。
· 心を閉ざす｡→アダルトチルドレン(=AC)
· ＡＣを治し、まず、自分を愛する。

· 自己嫌悪(愛されたい)→自意識(愛して､認めて)
· 依存ではなく､自立｡→まず、人を幸せにする。子どもの未来を守る。自分の役割をみつける。

· 人を癒せば自分も癒される。まず人のために。
· コンプレックスからの脱出。愛されていない人はいない。愛されていたことを思い出す｡
· 母親の100万分の一個の卵子の一つと、父親の何億分の一の確率で選ばれた私・あなた。
· 私はかけがえのない存在と気づく｡
· 「自信」とは「自分を信じる」こと

· サイレントウォーク－森の中を静かに歩く。

倒木…　最後に残るものは…

· ワンネス､全ては一つ､循環、つながっている。
· ギブ・アウェイ(与えつくす)

エピローグ　イマジン　私の願い､大切なあなたへ
・もし､今幸せでないとしたら､まず自分に関心を持つ。
・自分は何がしたく､どう生きたいのかに関心を持つ｡
・自分を好きになり､自分を受け止め､自分を責めない｡
・他人と比較しない､自分を大切にする､自分を愛する｡
・自分が好きになればあなたは変わる。

・あなたが変われば、周りが変わり、世界が変わる！

・まず、自分の幸せが何よりも大切。

・映画『ペイ・フォワード』－自分を変えられる人が世界を変えるんだ！難しいことにチャレンジしなきゃあ、意味ないんだ！あきらめちゃあ、負けさ！
・IT（イット）と呼ばれた子、デイヴ・ペルザー

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら
支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内
　http://www.chitac.com/　以上皆みな様からの学びです。
ありがとうございます。2009.8.26
